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令和の“金融リテラシー”事情
「金融リテラシー度とファイナンシャル ウェルビーイングに関する実態調査」 （2023年）より

2023年７月

三井住友信託銀行

三井住友トラスト・資産のミライ研究所
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調査概要

（1）調査名：「金融リテラシー度とファイナンシャル ウェルビーイングに関する実態調査」 （2023年）

（2）調査対象：全国の18～69歳 ただし関連業種（金融、調査、マスコミ、広告）従事者を除く

（3）調査方法：ＷＥＢアンケート調査

（4）調査時期：2023年1月

（5）サンプルサイズ：11,190

（6）サンプルの属性（年代別数）

18-29歳 2,071

30-39歳 1,923

40-49歳 2,498

50-59歳 2,504

60-69歳 2,194

＊ウェイトバック集計：住宅ローン有無×性別×年代により、ウェイトを付けて集計 ＊各図表における構成比は小数第二位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない
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1 「金融リテラシー度」の測定について

◼ 「金融リテラシー」の認知度は途上段階

◼ 約１万人の「金融リテラシー度」をスコア化

◼ 「金融リテラシー度：順調」が全体の半数以上（51.7％）

◼ 【ご参考】 各要素の得点分布について
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自分のライフプランやマネープラン（お金の算段）を計画すること

為替や金利、インフレ、ローン、運用などといった

ことがらについて理解すること（金融知識の習得）

世帯の1年間の収入額・支出額を把握すること

積立てや運用する上で、税制上の優遇を得られる制度

があること、またその活用方法を認識しておくこと

金融商品の取引上の留意点 を認識しておくこと

イメージに近いものはない

「金融リテラシー」という言葉を聞いたことはあるが、意味は知らない

「金融リテラシー」という言葉を聞いたことはない

「金融リテラシー」の認知度は途上段階

回答者数 11,190人

◼ 「金融リテラシー」について「聞いたことはあるが意味は知らない」人数の割合は20.4％、「聞いたことはない」は44.8％

◼ 明確なイメージを持っていない人の割合が高く、「金融リテラシー」というワードの浸透は途上段階であるといえる

（％）

図表1 「金融リテラシー」という言葉を聞いてどういったことをイメージしますか（複数回答可）

＊1 金融商品の中には元本割れをするものがあること、手数料が必要となるものがあることなど取引上の留意点 ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略

＊1
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＊①家計把握力：家計の現在把握や将来への備え ②知識と判断力：金融関連の知識 ③行動力：資産形成・活用に関する意識

Q あなたは、あなたご自身（もしくはあなたのご家族）のライフプランを立てていますか。

Q
あなたは、世代の異なるご家族と、お金について会話していますか。
（例：子供や親、祖父母などと、資産運用・管理・継承について など）

Q あなたは、あなたの世帯の1ヶ月の収入額と支出額をしっかり把握していますか。

Q 一問一答リテラシークイズ （全11問）

Q
あなたは、金融商品（預金、有価証券、保険など）を選択する際に、
誰かに話を聞いたり、新たに情報を探したりしますか。

Q 次の各種制度をご存じですか。 （複数回答可） ※財形・DC・iDeCo・NISAなど

Q （知っているものについて）その制度を利用していますか。

Q 同年代と比較して、ご自身の金融リテラシーは高いと思いますか。

Q
あなたは、世帯主（あなたご自身）の病気や怪我、事故などにより
一時的に収入が減少する場合に備えて、生活資金を準備できていると思いますか。

Q あなたは、自己実現（幸せ）に向けてお金の面で苦労していますか。

① 家計把握力

② 知識と判断力 ③ 行動力

約１万人の「金融リテラシー度」をスコア化

◼ 全国の18歳～69歳、約1万人を対象に調査を実施

◼ 「家計と金融リテラシー」に関するアンケート設問を設定し、「①家計把握力・②知識と判断力・③行動力」*を測定

◼ 三要素の総合得点から「金融リテラシー度」を三段階（良好・順調・不足気味）として算出し、スコア化

金融リテラシー度

0－33点

不足気味

34－66点

順調

67－100点

良好

総合得点別 「金融リテラシー度」 判定結果

0点 100点総合得点

「家計と金融リテラシー」に関するアンケート設問
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「金融リテラシー度：順調」が全体の半数以上（51.7％）

回答者数：11,190人 不足気味：4,699人 順調：5,783人 良好：708人

不足気味 順調 良好
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者
数

総合得点

平均値：39.7点
中央値：41.7点
標準偏差：17.2

◼ 「金融リテラシー度」の得点分布としては「不足気味：42.0％」、 「順調：51.7％」、 「良好：6.3％」

図表２ 「金融リテラシー度」の得点分布

＊「家計把握力」「知識と判断力」「行動力」の総合得点から、0～33点：「不足気味」、34～66点：「順調」、67～100点：「良好」として算出

（点）

（人）
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(%)

家計把握力

知識と判断力

行動力

（参考） 全体

33.4

44.7

48.9

42.0

54.4

46.5

42.1

51.7

12.2

8.9

9.0

6.3

不足気味 順調 良好

【ご参考】 各要素の得点分布について

回答者数：11,190人

◼ 「家計把握力」・「知識と判断力」・「行動力」における得点分布を算出

◼ ボリュームゾーンは、「家計把握力」「知識と判断力」は「順調」、「行動力」は「不足気味」となった

図表３ 各要素の得点分布

＊「家計把握力」「知識と判断力」「行動力」それぞれの得点を割合換算し、0％～33％：「不足気味」、34％～66％：「順調」、67％～100％：「良好」として算出
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2 「金融リテラシー度」が高い人の特徴は？

◼ 金融教育経験がある人は「金融リテラシー度」が高い傾向

◼ 知識×実践で「金融リテラシー度」に大きな差

◼ 「金融リテラシー度」が高い人ほど年収が高い傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高い人ほど年間の資産形成額が多い傾向

◼ 年収に関係なく「金融リテラシー度」が高い人ほど資産形成額が多い傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高い人ほど持ち家派が増加傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高い人ほど返済割合の意識が高い傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高い人ほど「お金以外」のために働く傾向

金融教育

資産形成

住まい

働く目的
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回答者数 (%)

全年代 11,190

金融教育あり 3,119

金融教育なし 8,071

金融教育経験がある人は「金融リテラシー度」が高い傾向

42.0

31.7

46.0

51.7

59.5

48.7

6.3

8.8

5.4

不足気味 順調 良好

◼ 過去に金融教育経験のある人は、経験のない人よりも「不足気味」の割合が14.3％少ない結果となった

図表4 「金融教育経験有無」と「金融リテラシー度」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
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回答者数 (%)

リスク資産保有あり
+金融教育あり

899

リスク資産保有あり
+金融教育なし

1,942

リスク資産保有なし
+金融教育あり

2,220

リスク資産保有なし
+金融教育なし

6,129

知識×実践で「金融リテラシー度」に大きな差

6.3

12.5

42.0

56.6

70.7

71.8

54.9

41.4

22.9

15.7

不足気味 順調 良好

◼ 「金融教育あり」 かつ「リスク資産保有あり」で「良好：22.9％」と、４セグメントにおける「良好」の値が最大となった

◼ 「金融教育なし」 かつ「リスク資産保有なし」で「不足気味：56.6％」と、どちらも「あり」の「不足気味」と比べ大きな差となった

図表5 「金融教育経験有無」×「リスク資産保有有無」と「金融リテラシー度」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略



Copyright © SUMITOMO MITSUI TRUST BANK, LIMITED All rights reserved. 10

回答者数 (%)

住宅ローン利用あり
+金融教育あり

676

住宅ローン利用あり
+金融教育なし

1,732

住宅ローン利用なし
+金融教育あり

2,327

住宅ローン利用なし
+金融教育なし

5,890

【ご参考】 知識×実践で「金融リテラシー度」に大きな差（住宅ローン利用）

14.3

28.6

36.2

50.7

68.8

64.0

56.9

44.4

16.9

7.5

6.9

5.0

不足気味 順調 良好

◼ 「金融教育あり」 かつ「住宅ローン利用あり」で「良好：16.9％」と、４セグメントにおける「良好」の値が最大となった

◼ 「金融教育なし」 かつ「住宅ローン利用なし」で「不足気味：50.7％」と、どちらも「あり」の「不足気味」と比べ大きな差となった

図表６ 「金融教育経験有無」×「住宅ローン利用有無」と「金融リテラシー度」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
＊住宅ローンの利用有無：選択肢「わからない・覚えていない」を除く ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略
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回答者数 (%)

確定申告経験あり
+金融教育あり

1,689

確定申告経験あり
+金融教育なし

4,307

確定申告経験なし
+金融教育あり

1,430

確定申告経験なし
+金融教育なし

3,764

【ご参考】 知識×実践で「金融リテラシー度」に大きな差（確定申告経験）

21.4

35.5

43.9

57.9

66.3

57.1

51.4

39.1

12.4

7.4

不足気味 順調 良好

◼ 「金融教育あり」かつ「確定申告経験あり」で「良好：12.4％」と、 ４セグメントにおける「良好」の値が最大となった

◼ 「金融教育なし」かつ「確定申告経験なし」で「不足気味：57.9％」と、どちらも「あり」の「不足気味」と比べ大きな差となった

図表７ 「金融教育経験有無」×「確定申告経験有無」と「金融リテラシー度」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略



Copyright © SUMITOMO MITSUI TRUST BANK, LIMITED All rights reserved. 12

50.3

27.9

44.0

63.4

24.6

22.9

26.6

22.0

13.4

23.2

14.6

9.7

8.0

13.6

10.3

12.4

300万円未満 300万円以上～500万円未満
500万円以上～700万円未満 700万円以上～1,000万円未満
1,000万円以上

「金融リテラシー度」が高い人ほど年収が高い傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高いほど、年収300万円未満の割合が減少

◼ 「金融リテラシー度」が高いほど、年収も高い傾向

図表8 「金融リテラシー度」と「年収」

＊「無回答」、選択肢「わからない・答えたくない」を除く ＊年収：自身の去年1年間の年収総額（税引き前） ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略

回答者数 (%)

全年代 8,616

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度

良好 629

順調 4,671

不足気味 3,316
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10.7

8.6

21.4

39.3

16.2

37.6

59.2

22.2

25.6

24.5

12.0

15.1

24.2

16.7

6.7

12.4

7.0

6.1

17.3

5.5

差し引きゼロ 1万円以上～50万円未満

50万円以上～100万円未満 100万円以上～200万円未満

200万円以上～300万円未満 300万円以上

「金融リテラシー度」が高い人ほど年間の資産形成額が多い傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高くなるにつれて年間資産形成額「差し引きゼロ～50万円未満」の割合が大きく減少

◼ 「金融リテラシー度」が高いほど、年間の資産形成額が高い傾向にある

図表９ 「金融リテラシー度」と「年間資産形成額」

＊「無回答」、選択肢「わからない・答えたくない」を除く ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略

回答者数 (%)

全年代 4,211

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度

良好 522

順調 2,838

不足気味 851
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年収に関係なく「金融リテラシー度」が高い人ほど資産形成額が多い傾向

◼ 資産形成額「差し引きゼロ～50万円未満」の割合は、どの年収区分でも「金融リテラシー度」が高くなるにつれて減少している

◼ 年収区分に関係なく「金融リテラシー度」が高いほど、年間の資産形成額が多い傾向にある

年収区分
金融

リテラシー度 回答者数 (%)

300万円未満

良好 １１８

順調 ９８０

不足気味 ４３３

300万円～

700万円未満

良好 2５９

順調 1,２８１

不足気味 ３４９

700万円以上

良好 1３６

順調 ４９７

不足気味 ５５

6.3

13.5

25.3

27.6

51.1

62.6

26.9

20.5

8.4

18.5

10.9

9.0 11.8

差し引きゼロ 1万円以上～50万円未満
50万円以上～100万円未満 100万円以上～200万円未満
200万円以上～300万円未満 300万円以上

6.1

17.0

14.5

36.1

59.8

33.9

28.3

14.0

27.0

18.8

6.0

11.1

6.4

10.1

12.8

7.8

17.4

35.6

10.5

20.8

27.1

22.1

23.8

13.4

18.7

16.1

7.7

36.8

17.2

図表1０ <年収区分別＞「金融リテラシー度」と「年間資産形成額」

＊「無回答」、選択肢「わからない・答えたくない」を除く ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略
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「金融リテラシー度」が高い人ほど持ち家派が増加傾向

37.5

41.1

40.7

32.9

8.5

17.6

10.1

5.3

37.1

29.5

35.3

40.4

15.2

9.7

12.2

19.8

持ち家：戸建て 持ち家：集合住宅（マンションなど）

賃貸：戸建て・集合住宅 親世帯の住居（実家）に同居など

その他

◼ 持ち家比率は「良好」：58.7％、「順調」：50.8％、「不足気味」：38.2％となった

◼ 「金融リテラシー度」が高いほど、住まいの選択は「持ち家」の割合が高くなる結果となった

図表1１ 「金融リテラシー度」と「住まいの選択」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略

58.7％

50.8％

38.2％

回答者数 (%)

全年代 11,190

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度

良好 708

順調 5,783

不足気味 4,699
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回答者数 (%)

全年代 2,972

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度

良好 256

順調 1,845

不足気味 871

15.3

26.3

16.5

9.5

26.8

37.9

30.2

16.3

17.0

19.8

18.4

13.4

34.1

9.7

28.6

53.0

世帯年収の1割くらい 世帯年収の２割くらい 世帯年収の３割くらい

世帯年収の４割くらい 世帯年収の５割以上 わからない

「金融リテラシー度」が高い人ほど返済割合の意識が高い傾向

◼ 住宅ローン返済割合が、「わからない」の回答が「良好」：9.7％、「順調」：28.6％、「不足気味」：53.0％と大きな差がみられた

◼ 「金融リテラシー度」が高いほど、自身が組んだ住宅ローンの返済内容を正確に認識している傾向がある

図表1２ 「金融リテラシー度」と「年収に占める住宅ローン返済割合」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
＊回答者：住宅ローン利用経験者 ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略
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【ご参考】 「借入額」と「金融リテラシー度」に特徴は見られず

9.0

5.8

8.7

11.2

28.4

30.3

28.8

26.6

33.3

30.1

32.4

37.0

19.2

15.7

20.4

17.6

6.1

9.4

6.1

8.6

～1,000万円未満 1,000万円以上～2,000万円未満

2,000万円以上～3,000万円未満 3,000万円以上～4,000万円未満

4,000万円以上～5,000万円未満 5,000万円以上

◼ 住宅ローンの借入額は「金融リテラシー度」において大きな差は見られなかった

図表1３ 「金融リテラシー度」と「住宅ローン借入額」

（出所）三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）よりミライ研作成
＊回答者：住宅ローン利用経験者 ＊選択肢「わからない・覚えていない」を除く ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略

回答者数 (%)

全年代 2,408

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
度

良好 244

順調 1,572

不足気味 592
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「金融リテラシー度」が高い人ほど「お金以外」のために働く傾向

◼ 「金融リテラシー度」が高いほど「お金を得るために働く」という回答は減少

76.3

56.6

72.3

87.1

6.4

12.9

7.2

5.9

13.6

7.1

11.4

16.8

13.4

6.8

お金を得るために働く 社会の一員として務めを果たすために働く

自分の才能や能力を発揮するために働く 生きがいを見つけるために働く

図表1４ 「金融リテラシー度」と「働く目的」

＊選択肢「いずれにもあてはまらない・わからない」を除く ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略

回答者数 (%)

全年代 5,953

金
融
リ
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ラ
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度

良好 445

順調 3,421

不足気味 2,087



Copyright © SUMITOMO MITSUI TRUST BANK, LIMITED All rights reserved. 19

「金融リテラシー度」が高い人ほど「お金以外」のために働く傾向

◼ 年収区分に関係なく、「金融リテラシー度」が高いほど「お金を得るために働く」という回答は減少

年収区分
金融

リテラシー度 回答者数 (%)

300万円未満

良好 56

順調 894

不足気味 860

300万円～

700万円未満

良好 220

順調 1,473

不足気味 648

700万円以上

良好 126

順調 517

不足気味 82

47.1

71.6

86.2

19.8

8.2

32.5

15.4

8.4

お金を得るために働く 社会の一員として務めを果たすために働く

自分の才能や能力を発揮するために働く 生きがいを見つけるために働く

66.3

75.6

90.2

12.0

7.1

13.2

7.0

8.5

10.3

5.5

53.8

59.9

80.6

10.2

11.1

5.1

19.3

10.5

6.4

16.7

18.5

7.9

図表１５ ＜年収区分別＞「金融リテラシー度」と「働く目的」

＊選択肢「いずれにもあてはまらない・わからない」を除く ＊５％未満はグラフ内の比率表示を省略
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